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■■■■■■ ■■■■■■■■■■  

代表理事 ■■■■様 

 

前略  

 

突然の手紙で失礼します。私は、静岡市在住の杉村和高と言い、河川上流

中流の土砂流下と堆積を長年観察し考察を続けて来たアマチュアの研究者

です。ＷＥＢ上で■■様の記事「愛知の明治用水ようやく見えてきた「水み

ち」と漏水のメカニズム」を拝見しましたので、手紙をお送りすることに致

しました。 

６月初旬に発生した大規模漏水のその後とそのメカニズムについて、記事

では詳しく説明しています。その内容は、取水堰全体の説明から問題点に絞

った記述や図面まで、分かり易く内容がある記載であると思います。また、

一般的に言って、大きな事故や事件があると大々的に報道される事がしばし

ばあるのですが、その後の状況について詳しく報道されることは少なく、他

人事ながら気になる事も多々あったのです。ですから、この記事は大変優れ

た報道であったと考えています。 

実は、私は、■■様や工事関係者とは異なった立場から、今回の取水堰の

事故について考えています。個人的に言って、上流側で漏水が始まったのが

護岸のコンクリート側壁の下部からであったとの記載が気になりました。 

と言うのも、上流中流の土砂の流下と堆積の規則性を考えると、コンクリ

ート護岸やコンクリート側壁の前面に深い流れが生じてそれが洗掘（浸食）

に進行するのは当たり前の出来事であるのです。それにも拘わらず、取水堰

の担当者はそれらに注意を払う事が無かったのでしょうか。気になるところ

です。 

 

さて、私は、冒頭で説明しましたように上流中流の土砂流下と堆積の問題

の研究をしてきました。そして、その結果、ここ 40～50 年程の間に行われ

てきた上流中流の治水工事のほとんどが、上流中流の土砂流下と堆積の規則

性を著しく阻害するものであるので、河川全体の治水や自然環境を急速に悪

化困難化させたとの考えに至っています。 

自然状態の河川上流中流には治水的機能が元から備わっています。そして、

同時にそれは、河川とその周囲に生息する全ての生物の生存と子孫継続のた

めの必須の条件でもありました。しかしながら、多くの河川工事がそれら本

来的な河川状況を破壊しているのです。「砂防堰堤」「コンクリート護岸」な

どはそれぞれの場所で間違いなくその役割を果たしています。でも、上流か
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ら下流に至る流域全体の土砂流下と堆積を考えると、それらは間違いであっ

たと判断するしかないのです。 

突然このような事を言い出して、呆れていらっしゃるかもしれません。で

すが、それは紛れもない事実です。もう少し説明させて下さい。 

 

様々な大きさの土砂が大量にある上流中流には、砂や泥が大部分である下

流部とは異なった土砂の流下と堆積の規則性があります。でも、従来からの

河川に関わる学問や研究ではそれらをほとんど無視しているようです。従来

からの河川の土砂に関わる研究は、ほとんど下流部を対象として考察された

内容を河川の全ての場所に適応させているかのようです。つまり、下流部で

の成功体験をそのまま上流中流に適応させています。それがために、現在の

治水及び自然保護の行政はほとんど破綻し掛かっているように思えてなり

ません。 

例えば、「鬼怒川」「千曲川」「球磨川」などでは、降雨による規模が大き

な増水によって洪水が発生しました。これらの洪水では以前には無かった中

流域への多大な土砂堆積もその原因の一つで、その付近から洪水が発生した

のです。中流部に大量の土砂が堆積して川床を上げ、増水時の水流を妨げて

いる現象は上記の河川だけではありません。日本中で発生しています。 

また、日本中の多くの海岸で砂浜が減少し消滅しています。これらは、河

川水が急激に増水して急激に減水するようになったので、河川から流れ出て

海岸の岸辺にとどまる土砂量が減少した事が原因です。海岸の土砂は波打ち

際を伝わって移動しています。急激な増水と急激な減水は、以前でしたら波

打ち際に堆積していたはずの土砂を岸辺から離れた海底深くに運び込んで

います。ですから、海岸の荒廃はダムが無い河川でも発生しているのです。 

各地でアユを始めとする魚類だけでなく多くの種類の生物が減少絶滅し

ています。上流中流に自然に存在していた淵や荒瀬や早瀬が無くなり、平瀬

と呼ばれる平坦で穏やかな流ればかりが増えました。例えば、富士川では、

河川全体に砂の堆積ばかりが増加してアユの産卵を妨げていると、地域住民

からも改善の要望が寄せられています。これらは、河川工事によって僅かな

増水の際にも砂や小石が流れ続け、少しの増水によって石や岩の多くも自然

の規則性を離れて流下し続けているからです。 

上流や中流からは僅かな増水でも濁りが発生して何時までも濁りが解消

しません。流れの中では大きな石や岩による自然の構造も形成される事があ

りません。これでは、アユだけでなく河川に生息する全ての生物が継続的に

子孫を残し続ける事は困難です。 
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多分、上記の説明だけでは私の考え方を理解するのは困難でしょうから、

以下に、上流中流の土砂の流下と堆積の規則性の中で、私が、重要であると

考える事柄とその思索の内容を簡単に説明致します。 

 

石や岩の多い上流中流の土砂には、今まで言及される事が無かった流下と

堆積の規則性があります。例えば、様々な大きさの土砂が大量にある上流中

流には下流では見る事が出来ない流下と堆積の現象があります。「淵」「荒瀬」

「早瀬」「平瀬」などの様相は、それら規則性の現われであり、流れの底に

あるのがほとんど砂や泥ばかりの下流部では見る事が出来ない様相です。 

上流や中流にある大量の石や岩は、上流であるほど大きさが大きく、下流

に近付く程小さくなっています。つまり、河川ではそれぞれの場所にある大

きな石や岩は、上流側ほど大きく下流に近付くほど小さいのです。これは、

それぞれの場所にある全ての石や岩が大きいと言う事では無く、それぞれの

場所にある中での大きな或いは大きめな石や岩の大きさが上流側ほど大き

いと言う事です。これらの事実は、数多く河川がある日本では多くの人々に

知られています。 

 

上流中流では普段の流れが透明である事もよく知られています。河川の土

砂が流下して濁りが生じるのは、ある程度以上の降雨があった時に限ります。

降雨の量はその時々によって異なっていますが、大量の降雨がある機会は少

なく、少量の降雨の機会ほど多いと言えます。 

一方、水流はその量とその勢いが大きい程に大きな石や岩を含む大量の土

砂を流下させますが、小さな規模の増水の時には小さな砂や泥しか流下させ

ません。ですから、上流中流のそれぞれの場所にある大きな石や岩は大きな

規模の増水があった時にそれぞれの場所に流下して来て堆積していると考

えられます。 

これらの事から言えるのは、河川のそれぞれの場所にある大きな石や岩は

それ以上は容易に流下しないと言う事です。全ての河川において、大きな石

や岩であるほど流下し難く、小さな砂や小砂利ほど流下し易いのです。 

ですから、上流ほど石や岩が大きく下流側ほど小さくなる現象が継続して

長年に亘り続いて、誰もが上流ほど石や岩が大きい事を認める事が出来るの

です。この時、傾斜が穏やかな中流域ではそれぞれの場所での大きな石や岩

はある程度の範囲に及んで堆積しますが、傾斜が急な上流域では狭い範囲に

集中しているのが普通です。 
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■■様は、上流中流の川底や岸辺に似通った大きさの石や岩が多く集まっ

ている光景を見た事がありませんか。多分、あると思います。それは、川底

の表面に大きな或いは大きめな石や岩が集まっている状態で、自然の上流中

流であれば何処でも見る事が出来たごく普通の光景です。「自然の敷石」「自

然の石組」と私が呼んでいるそれらの光景は、それぞれの場所にある大きな

或いは大きめな石や岩が容易に流下しない事によって成り立っています。そ

して、それは、上流中流の自然の治水と自然環境を成立させている基本的な

構造です。 

上流中流の普段の水流が透明であって砂や砂利が流れていない事。増水が

あっても濁りが次第に減少してやがて透明になる事。逆に、透明な河川であ

っても重機が川を横断すれば茶色の濁りが直ちに発生する事。規模の大きな

増水の後では、以前のように透明な流れが復活するまでに長い年月が必要で

ある事など。これらの現象は全て「自然の敷石」「自然の石組」が形成され

る事で成り立っています。 

川底の「自然の敷石」「自然の石組」の真下には、規模の大きな増水の時

に流下してきた大量の土砂が堆積しています。「自然の敷石」「自然の石組」

を形成している石や岩よりも小さな砂や砂利も含むそれらの大量の土砂は、

「自然の敷石」「自然の石組」が川底にある事によって、その場所からの流

下を免れています。つまり、「自然の敷石」「自然の石組」が形成される事に

よって、その真下にある大量の堆積土砂が水流に直接さらされる事を防いで

います。 

言い換えると、「自然の敷石」「自然の石組」があるから、上流側の過度の

浸食が防止され、中流や下流側への過度の土砂流下も生じなくなっているの

です。それらは長い年月に亘る土砂流下抑制機構、自然の治水的機能である

と言えます。大きな石や岩を含む大量の土砂が流下するのは、数十年或いは

それ以上の長い年月の後に発生する規模が大きな増水の時に限られていま

す。このような考え方は、今迄誰も主張した事がありませんでした。 

 

前述した、鬼怒川、千曲川、球磨川の洪水は「自然の敷石」「自然の石組」

が形成されなくなったので、大量の土砂が中流部にまで流下して堆積した事

が洪水の原因の一つでした。各地の河川での急激な増水や急激な減水も「自

然の敷石」「自然の石組」が形成されなくなったので、石や岩による水流の

抑制機能が失われたからです。もちろん、僅かな増水で濁りが発生して何時

でも砂や小石が流下しているのも同じ原因です。これでは、アユだけでなく

河川に生息するほとんどの生物の産卵と孵化が困難になるのも当たりまえ

です。 
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以上は、私の考え方の内で、最も基本的な考えとその論理を簡単に説明し

たもので、私は、上記の事柄や関連する事柄のほとんどをＷＥＢにて詳しく

説明しています。 

「 河 川 上 流 と 中 流 の 土 砂 流 下 と 堆 積 の 規 則 性 を 考 え る 」

（ https://keiryuu.sakura.ne.jp/index.html ） 

私の観察と考察は短い年月で為し得たものではありませんから、記述量も

少なくありません、また、より理解を頂く為に多くの写真も掲載しています。 

 

ＷＥＢ上のそれらの記載では、現実の上流中流の治水及び自然保護につい

て論じ、各種の河川工事の欠陥について記述し、また、地元に安倍川がある

事から、海岸の浸食についても説明しています。そして、自然の土砂流下と

堆積の規則性を全く無視した従来からの工事方法や、治水と自然保護の考え

方は変更する必要があるとの結論に至っています。また、同時に、それらの

改善方法についても提案しています。 

もちろん、河川や河川工事などについて専門に学んだ事の無いアマチュア

の考えであり記述ですから、間違いや思い違いもあるはずです。しかし、既

に人口が減少しつつある日本国で、短い年月で度々の増築改修を迫られてい

る従来からの河川工事方法の継続が不可能である事は、誰でもが容易に理解

できる事だと思います。冒頭の取水堰の問題点の場合も同様です。それらの

問題が生じない取水堰の方法もあるのです。 

 

■■様には是非とも上記の掲載をご覧いただき、その感想、質問、ご意見

などをお知らせ頂ければと思っています。もちろん、他の理事の皆様にもご

紹介いただき、皆様で討議して頂ければさらに嬉しく思います。この問題は、

科学的事柄について詳しく、論理的に物事を考え、理解力がある■■様に是

非とも取り組んで頂きたい事柄であると考えています。当然、手厳しいご意

見がある可能性も覚悟しているつもりです。質問等は遠慮なくご連絡下さい。 

突然の手紙で、失礼を顧みないお願いで申し訳ありません。日本中の河川

により良い自然と優れた治水が取り戻される事を願っている私の考え方を、

是非皆様でご検討願いたく思っています。 

  

草々 

２０２２年■月■日 

■■■ ■■■■  ■■■■■ ■■■■■■ ■■■■  

杉村和高 


